
１ 結果のポイント
・全国平均との比較では、数学Ａは＋１．８ポイント（昨年度：－０．４ポイント）、

数学Ｂは－０．９ポイント（昨年度：－２．４ポイント）となり、数学Ａ、数学Ｂと
もに昨年度よりも伸びている。

・県平均との比較では、数学Ａは＋３．２ポイント（昨年度：＋０．４ポイント）、数
学Ｂは＋１．３ポイント（昨年度：±０ポイント）となり、ともに大分県平均を上回
っている。

・当該学年が小学校第６学年のときの全国平均との差を比較すると、数学Ａでは＋１．

６ポイント、数学Ｂでは＋１．４ポイントとなり、数学Ａでは上回っていた全国平均
との差をさらに広げ、数学Ｂでは下回っていた全国平均との差を縮めている。

・領域別では、数学Ａの全ての領域で全国平均を上回っており、数学Ｂの「図形」「関
数」「資料の活用」は全国平均を下回っている。

２ 課題が見られた問題と指導の改善事項（領域別）
（１）数と式
①出題の内容とねらい

具体的な事象における数量の関係を捉え，連立二元一次方程式をつくることがで
きるかどうかをみる。《Ａ問題３（３）》

②解答状況 生徒数の割合（％）

解 答 類 型 国東市 全 国

１ 0.05ｘ＋ 0.03ｙと解答しているもの。 １９．１ １４．５

２ 0.05ｘ－ 0.03ｙと解答しているもの。 ３９．１ ３０．３

３ 1.05ｘ＋ 0.97ｙと解答しているもの。【正答】 ３４．０ ４４．９

４ 1.05ｘ－ 0.97ｙと解答しているもの。 ７．２ ９．４

・上記以外の解答 ０．０ ０．０

・無解答 ０．４ ０．９

正答率は３４．０％であり、全国平均正答率の４４．９％を１０ポイント以上

下回っている。
③指導の改善事項

方程式を利用して問題解決する場面では、問題の中の数量を整理し、その中か
ら２通りに表すことができる数量を見いだして、方程式に表せばよいことを理解
できるように指導することが大切である。

（２）図形
①出題の内容とねらい

証明の根拠として用いられている三角形の合同条件を理解しているかどうかを
みる。《Ａ問題７（２）》

②解答状況 生徒数の割合（％）

解 答 類 型 国東市 全 国

１ ２組の辺とその間の角 と解答しているもの。【正答】 ７１．５ ７６．１

２ ２組の辺と１つの角 と解答しているもの。 ０．４ ０．７

３ ３組の辺 と解答しているもの。 ３．４ ２．３

４ １組の辺とその両端の角 と解答しているもの。 ２．６ ２．０

５ 直角三角形に斜辺と他の１辺 と解答しているもの。 ０．４ ０．４

６ 直角三角形の斜辺と１つの鋭角 と解答しているもの。 ０．９ ０．６
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・上記以外の解答 １６．６ １１．２

・無解答 ４．３ ６．８

正答率は７１．５％であり、全国平均正答率の７６．１％を４．６ポイント

下回っている。
③指導の改善事項

証明を読み、根拠を見出すとともに、その根拠がどのように用いられているかを
確認する場面を設定し、三角形の合同条件など、証明の根拠として用いられている
図形の性質を指摘できるように指導することが大切である。

（３）資料の活用（確率）
①出題の内容とねらい

他数回の施行の結果から得られる確率の意味を理解しているかどうかをみる。
《Ａ問題 15（２）》

②解答状況 生徒数の割合（％）

解 答 類 型 国東市 全 国

１「５回投げて１の目が出なければ、次の目は１の目が出る」 ２．１ ２．５

と解答しているもの。

２「６回投げるとき、１の目は必ず１回出る」と解答してい ２５．１ ２２．４
るもの。

３「６回投げるとき、全ての目が１回ずつ出る」と解答して １２．３ １０．４
いるもの。

４「３０回投げるとき、１の目は必ず５回出る」と解答して ６．４ ７．１

いるもの。

５「３０００回投げるとき、１の目はおよそ５００回出る」 ５０．６ ５５．４
と解答しているもの。【正答】

・上記以外の解答 ０．０ ０．０

・無解答 ３．４ ２．１

正答率は５０．６％であり、全国平均正答率の５５．４％より、４．８ポイント
下回っている。

③指導の改善事項

ある試行を他数回繰り返したとき、試行回数全体に対するある事柄の起こる回数
の割合が一定の値に近づいていくことを、観察や実験などを通して捉える活動を取
り入れ、確率の意味を実感を伴って理解できるように指導することが大切である。

（４）関数
①出題の内容とねらい

与えられた表や式を用いて、問題を解決する方法を数学的に説明することができ
るかどうかをみる。《Ｂ問題６（２）》

②解答状況 生徒数の割合（％）

解 答 類 型 国東市 全 国

（正答の条件）
「ア 中心角の大きさと半径の長さの表」を選択し、次の

（ａ），（ｃ）について記述しているもの、または、「イ 中
心角の大きさと半径の長さの関係を表す式」を選択し、次の
（ｂ），（ｃ）について記述しているもの。
（ａ）表の数値の変化や対応をみること。または比例定数

を求めること。
（ｂ）式に値を代入すること。

（ｃ）ｙの値が８のときのｘの値を求めること。

（正答例）
〈アを選択した場合〉
例１ 表から変化の割合を調べて、ｙが８のときのｘの値

を求める。（解答類型１）



〈イを選択した場合〉
例２ 中心角の大きさと半径の長さの関係を表す式にｙ＝

８を代入して、ｘの値を求める。（解答類型５）

１ ア （ａ），（ｃ）について記述しているもの。【正答】 ５．５ ６．０

２ を （ｃ）について記述が十分でなく、（ａ）について記 １．３ ０．７
述しているもの。【正答】

選
３ （ｃ）について記述がなく、（ａ）について記述して ０．９ ０．９
択 いるもの。

４ 上記以外の解答、または無解答 ３６．２ ２７．９

５ イ （ｂ），（ｃ）について記述しているもの。【正答】 １７．４ ２１．６

６ を （ｃ）について記述が充分でなく、（ｂ）について記 ２．１ ２．４
述しているもの。【正答】

選
７ （ｃ）について記述がなく、（ｂ）について記述して ０．９ ０．７
択 いるもの。

８ 上記以外の解答、または無解答 ２７．７ ２２．２

・上記以外の解答 ０．０ ０．４

・無解答 ８．１ １６．７

正答率 ２６．４ ３０．８

正答率は２６．４％であり、全国平均正答率の３０．８％より、４．４ポイント

下回っている。
③指導の改善事項

様々な問題を数学を活用して解決できるようにするために、問題解決の方法や手
順を説明する場面を設定し、表、式、グラフなどの「用いるもの」とその「用い方」
について明らかにすることができるように指導することが大切である。

３ 指導の改善ポイント（全体を通して）
（１）数と式

問題文に示されている情報を表などに整理した上で、相等関係にあるものを見出す
活動を取り入れる。

（２）図形
証明を読み、当てはまる三角形の合同条件を確認するとともに、図と対応させて、

その合同条件を成り立たせる辺や角の関係を捉える活動を取り入れる。

（３）関数
表と式を関連付ける活動を取り入れ、一次関数における変化の割合や、１対１対応

の特徴を捉え、ｘ，ｙの関係を式で表すことができるように指導する。

（４）その他
・言葉、数、式、図、表、グラフなどを用いながら、根拠を明らかにする活動を取り

入れる。
・樹形図や二次元の表などを使って正しく数え上げる活動を取り入れ、場合の数を求
めることができるよう指導する。

・数学的な活動を充実させ、問題解決に向けて、見通しや目的意識を持たせ、振り返
らせる活動を位置づける。

・自分の考えを深めるための書く活動や相手に分かりやすく説明するための書く活動
を取り入れ、学習の流れが分かり振り返りのできるノート指導に努める。

・定着を図るため繰り返し学習ができる帯時間の学習や家庭学習の充実を図る。

【参考・引用】
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